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論文及び審査結果の要旨 

本論文は、急激な経済成長とモータリゼーションが進行しているアフリカ大陸の東側

地域の大都市である、モザンビーク国のマプト市とケニア国のナイロビ市を対象、貧困

状況、モータリゼーションの進行、公共交通運営の問題が、どのように交通行動に影響

しているかを明らかにし、交通行動分析結果に基づいて、今後の交通計画のあり方につ

いて知見を得ることを目的とした論文である。 

本論文は全9章で構成されている。第1章では研究の背景と目的を述べ、研究の構成を

示している。第2章では関連する先行研究について文献レビューを行い、本研究の位置づ

けを明確にしている。第3章では本研究で用いる交通行動分析手法について説明するとと

もに、本研究で対象地域とするマプト市とナイロビ市の状況について説明している。第4

章では、JICAが実施した都市圏交通実態調査データおよび関連資料から、対象地域居住

者の社会経済特性および対象地域の公共交通の供給状況と制度について整理している。

第5章では、貧困の論点に焦点をあて、両市について、所得状況、教育状況、運転免許取

得状況等を性別に集計し、交通手段分担率の特性を分析し、ロジスティック回帰モデル

等によって、歩行者および自転車、公共交通の分担率を説明するモデルを構築し、徒歩

や自転車による移動の実態を明らかにした。第6章では、公共交通について焦点をあて、

組織化されていない公営交通事業のバスサービスに対して、十数人乗りのミニバス車両

による個人経営のサービスがどのように用いられているか、ロジスティック回帰モデル

の構築等を通して実態を明らかにした。第7章では、モータリゼーションの進行に着目し

て、経済成長、都市域の拡大とともに自家用車保有がどのように展開し、結果的に自家

用車利用がどのように普及しているかをロジスティック回帰モデル等によって明らかに

した。これらの成果を受けて、第8章では、人口増加、経済成長が、都市域の拡大を通し

て、貧困状況の変化、モータリゼーションの変化を通して交通行動特性にどのように影

響を与えたか、一方で公営交通の不十分な組織化や、ミニバス車両への規制状況等から

公共交通利用がどのように変化し、結果的に道路渋滞をはじめとする交通問題が深刻化

しているメカニズムの解明を試みた。第9章では以上の分析結果を取りまとめ、アフリカ

の大都市における、公共交通の制度運用や運営のあり方を含めた交通政策の課題につい

てとりまとめている。 

急激なモータリゼーションで自家用車が普及するのと同時に、制度運用が不十分な中

で、通常の路線バスが衰退寸前の状況である一方で、代替交通手段に位置づけることの

できるミニバスが普及し、結果として交通混雑を悪化していること、所得格差からくる

貧困の問題が、そのメカニズムの悪循環に拍車をかけていること、都市の広がりや規制

事業の指針が明確でないためにモータリゼーションの管理が困難なこと、等実態に即し

た両都市の交通政策の分析ができたことは新規性の高い論文であることを意味してい

る。 



提出された論文に対して、iThenticateを用いて剽窃・盗用の不正行為の有無を確認し

たところ、用語や手法の一般的表現や参考文献の一致が見られたものの、剽窃や盗用に

該当するものはないことを確認した。研究成果は既に、英語による3編の査読付き論文と

3編の国際学会発表で公表されている。 

以上より、本論文は、博士（工学）の学位論文として十分に価値があると認められる

ので、合格（A）の判定とする。試験について、ひとつ前の段落に記したように、両都市

の背景条件の説明等で準備不足の面がみられたため、合格（B）の判定とする。 

 

 

平成31年2月13日11時00分より、土木工学棟セミナー室において、審査委員全員の出席

のもとで、公聴会、引き続き学位論文審査会を開催した。論文内容の発表と発表論文に

対する質疑応答を通して、本論文は博士論文として十分な内容を有しており、都市イノ

ベーション分野において博士の学位を得るに値すると認められるとともに、提出者は専

門領域である交通計画に関連する分野の科目について博士（工学）の学位を得るのにふ

さわしい学力を有すると判断された。また、修了に必要な単位も取得済みである。 

 

外国語については、本論文および刊行論文、口頭発表および質疑応答の言語が全て英

語であり、十分な英語力を有していると判断した。 

 

対外発表論文は、３編の査読付き論文集への発表のほか、4編の国際学会での英語発表

があり、学位取得に必要な内規（1編以上）を満たしている。 

なお、試験においては、対象両都市についての基礎情報整理が必ずしも十分ではない

面がみられた。 

以上より、当該学生は都市イノベーションの分野において博士の学位を得るに値する

学識を有するものと認められ、審査委員の全員の一致により最終試験は合格（Ｂ）と判

定した。 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


